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メロン熊登場！！
　晴天に恵まれた８月22日(土)、道の駅 夕張メロードで「YUBARIメロードフェスタ」が開催され、人気
キャラクター「メロン熊」が登場！ メロン熊が姿を現すと、来場者からは驚きの声が上がり、怖がる子供た
ちの悲鳴が響き渡る場面もありました。イベントでは、夕張メロンの無料試食をはじめ、お笑い芸人によ
るライブステージ、屋台やキッチンカーの出店など、さまざまな催しが行われ、市内外から訪れた多くの人
でにぎわいを見せました。

●令和７年度決算の概要をお伝えします�  ２
●夕張市財政再生計画 変更の内容�  ４
●夕張市立診療所ニュース�  ５
●そよかぜ通信�  ６
●みんなでつながろう通信�  ７
●キラリ！～魅力ある高校づくりへの取り組み�  ８
●夕張高校チャレンジ・モア・スピリッツ�  ９

●石炭博物館だより/
　新しい地域おこし協力隊が着任しました�  10
●第66回夕張市音楽発表会のお知らせ/
　夕張市二十歳を祝う会について�  11
●市民文化祭2026出品と観覧について�  12
●不法投棄は犯罪です！�  13
●広報ゆうばり　かわら版�  14
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基金（貯金）残高の推移 用 語
解 説
財政調整基金 �
　市の「もしものときの貯金」です。災害や急な景気
悪化、税収の減少など、予定外の支出や収入不足
に備えるためのお金です。
減債基金 �
　市の「借金を返すための貯金」です。市が借り入
れた地方債（市の借金）を、将来計画的に返済する
ために積み立てているお金です。
特定目的基金 �
　「使い道を決めて貯めている貯金」です。公共施
設の整備、教育、福祉など、特定の目的のために積
み立て、決められた用途に使うお金です。
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　令和７年度末の基金残高は約66億円となりました。内訳は急な財政支出などに備える「財政調整基金」が約39.6億
円、借金の返済に備える「減債基金」が約5.5億円、特定の事業に活用する「特定目的基金」が約20.9億円です。財政調
整基金は安定して推移する一方、減債基金は減少しています。特定目的基金は前年度から減少しました。基金は将来
の財政運営を支える重要な財源であり、今後も目的に応じて適切に活用していきます。

地方債償還額（返済額）と発行額の推移
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　平成21年度に借り入れた再生振替特例
債の返済（約25億円）により、毎年の返済額
が多大となっています。
　令和元年度、令和２年度、令和４年度の発
行額が他年度と比べ多額となっているの
は、拠点複合施設りすたや認定こども園の
建設、市立診療所の建て替えなどによるも

のであり、建設事業がある年度は地方債の発行額が大きくなる傾向にあります。
　令和７年度決算では、令和３年度に市立診療所の建て替えのために借り入れた地方債の元金償還が始まったこと
により返済額が微増しましたが、令和７年度は建設事業が少なかったため発行額は減少しました。

返済額の約７割が
再生振替特例債によるもの！

市の財政状況を示す指標（財政４指標）
　自治体の財政状況を確認するための４つの指標です。現在の赤字や借入金の返済状況、将来の負担などを示し、財
政が健全に運営されているかを判断する目安となります。

指標 比率 早期健全化
基準

財政再生
基準 説明

実質赤字比率
（一般会計の赤字の割合） ― 14.97% 20.00% 一般会計などの赤字が、市の財政規模に対してどのくらいあるか

　→数値が大きいほど、赤字の割合が大きいことを示します。
連結実質赤字比率

（自治体全体の赤字の割合） ― 19.97% 30.00% 全ての会計を合わせた赤字が、市の財政規模に対してどのくらいあるか
　→数値が大きいほど、自治体全体の赤字の割合が大きいことを示します。

実質公債費比率
（借金返済の負担割合） 67.5% 25.0% 35.0% 借金の返済が、市の財政規模に対してどのくらいあるか

　→数値が大きいほど、借金の返済による負担が大きいことを示します。
将来負担比率

（将来の負担の大きさ） 45.0% 350% ― 将来支払う必要がある借金などが、市の財政規模に対してどのくらいあるか
　→数値が大きいほど、将来の借金などの負担が大きいことを示します。

※�料金収入に対する資金不足額の割合を示す「資金不足比率」は、市場事業会計、水道事業会計、公共下水道事業会計のいずれも資金不足が生じて
いないことから資金不足比率は算定されません。
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令和７年度決算の概要をお伝えします
広報ゆうばり６月号では、決算見込み（速報）をお知らせいたしました。
今号では、令和８年第３回定例市議会で認定された令和７年度決算について詳しくお伝えします。

（問合せ先　市財政係　☎５２－３１２２）

令和７年度 一般会計決算の状況
歳 入� 101億6,845万円
歳 出� 101億2,981万円

歳入歳出差引額� 3,864万円
実質収支額� 13万円
単年度収支� △9,736万円
実質単年度収支� △1億2,079万円

当初予算額	 104億489万円	（広報ゆうばり2025年４月号掲載）
補正予算額	 9億6,646万円
最終予算額	 113億7,135万円

　一般会計決算は、歳入が101億6,845万円、歳出が101億2,981万円となり、ここか
ら令和８年度に繰り越した事業に必要な財源3,851万円を除いた実質収支は、13万
円の黒字となりました。
　前年度からの繰越金などもあわせて考えると、単年度収支は 9,736万円の赤字と
なり、実質単年度収支についても1億2,079万円の赤字となりました。

用 語
解 説
実質収支額 �
　歳入歳出差引額から、翌
年度に繰り越して使うこと
が決まっているお金を除い
た額
単年度収支 �
　今年度の実質収支額と、
前年度の実質収支額を比べ
た額
実質単年度収支 �
　単年度収支に、財政調整
基金への積み立てや取り崩
しなどを加味して、実質的
にその年度の財政運営がど
うだったかを見る指標

歳入

歳出
歳出決算額101.3億円のうち
公債費（借金の返済）
民生費（福祉・子育てなど）
総務費（市役所の運営など）
土木費（道路・公園など）
その他

36.0億円

9.0億円
20.0億円

13.1億円
23.2億円

地方交付税
国・道支出金
市税
繰入金
寄附金
市債
その他

54.8億円
16.4億円

9.1億円
7.2億円

2.8億円
2.3億円
9.1億円

歳入決算額101.7億円のうち

歳出決算額101.3億円のうち
公債費（借金の返済）
民生費（福祉・子育てなど）
総務費（市役所の運営など）
土木費（道路・公園など）
その他

36.0億円

9.0億円
20.0億円

13.1億円
23.2億円

地方交付税
国・道支出金
市税
繰入金
寄附金
市債
その他

54.8億円
16.4億円

9.1億円
7.2億円

2.8億円
2.3億円
9.1億円

歳入決算額101.7億円のうち

① 地方交付税への依存度が高い
② 国・道からの補助金も大きな割合
③ 自分たちで得る収入が少ない
④ 基金の取り崩しで財源を補っている

Point

① 借金の返済が歳出全体の約35％を占める
② 福祉や行政運営など、削減が難しい経費の割合が高い
③ 公債費・民生費・総務費で約70％を占め、新たな事業やまちづくりに使える財源が限られている

Point
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○ 夕張市財政再生計画の変更（令和８年度第４次（９月））の内容

　総務大臣あてに協議を行った「夕張市財政再生計画の変更〈令和８年度第４次〉」について、
総務大臣から同意が得られました。今回の計画変更による財政再生計画期間の変更はありま
せん。
　同意が得られた変更は、令和８年度第３次（７月）変更以降に生じた新たな課題へ対応するも
ので、主な内容は以下のとおりです。

《財政再生計画の変更内容》
令和８年度第４次の計画変更
＜一般会計＞　変更総額　195,676千円

（単位：千円）

変更する内容（新たな課題に対応） 増減額

総合行政システムの標準化に先立ち、現行システムをガバメントクラウドに移
行した後の利用料など運用に係る経費 18,431

サービス利用者の増加などにより予算不足が見込まれる、障がい者の移動支
援を行うための経費 1,002

清陵浴場煙突内のアスベスト含有調査などを行うための経費 2,200

経年劣化により故障した農業研修センター大研修室の暖房器具を更新するた
めの経費 856

市営住宅「憩１号棟」の消火ポンプを取り替えるための経費 5,649

老朽化が進行している水槽付消防ポンプ自動車を更新するための経費 131,409

令和７年度実績に基づく国庫・道費負担金などの返還金 33,140

ほか９件　2,989千円　計 195,676

　なお、上記歳出の財源として、国、道からの補助金や地方債などを充当しています。

○ 令和８年度９月補正予算の内容

《令和８年度予算の補正を行った会計と補正予算額》
　令和８年９月に総務大臣の同意が得られた「夕張市財政再生計画の変更」に基づく一般会計
および介護保険事業会計について予算の補正を行いました。

（単位：千円）

会計名 補正の内容 補正額 補正後予算額

一般会計 計画変更で計上した各事業に係る経
費 195,676 11,394,340

介護保険事業会計 交付済の国・道負担金返還に係る経
費など 103,538 1,551,862

＜問合せ先＞ 市財政係　（TEL）52－3122



5 広報ゆうばり 2026年10月号

夕張市立診療所ニュース
2026年

10月
vol.196

10月外来診療体制
月 火 水 木 金

午 前

総合診療科 諌
いさ

山
やま

・濱
はま

津
つ

諌
いさ

山
やま

・髙
たか

野
の

諌
いさ

山
やま

・出張医 諌
いさ

山
やま

 または 松
まつ

島
しま

松
まつ

島
しま

・出張医

歯　　　科 八
はっ

田
た

（5･19日）
※26日休診(訪問歯科) 八

はっ

田
た

 または 保
ほ

屋
や

野
の

久
く

　原
はら

訪問歯科のため休診 八
はっ

　田
た

専 門 外 来 泌尿器科 ※予約不要
（6・13・20・27日）

循環器内科
（7・21日）

耳鼻咽喉科
（2・9・16・23・30日）

午 後

総合診療科 諌
いさ

山
やま

・濱
はま

津
つ

（休診） 出張医 諌
いさ

山
やま

 または 松
まつ

島
しま

出張医

歯　　　科 八
はっ

田
た

（5･19日）
※26日休診(訪問歯科) 八

はっ

田
た

 または 保
ほ

屋
や

野
の

久
く

　原
はら

訪問歯科のため休診 八
はっ

　田
た

専 門 外 来 整形外科 ※予約不要
（6・20・27日）

整形外科 ※予約不要
（14日）

整形外科 ※予約不要
（1・8・15・22・29日）

婦人科
（1・8・15・22・29日）

耳鼻咽喉科
（2・9・16・23・30日）

※医師は変更となる場合もございます　※土・日・祝は休診です。　※泌尿器科・整形外科以外は予約制です。
※受付時間…8：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…9：30～11：30／12：30～15：00）

お問い合わせ 夕張市立診療所 TEL（0123）57－7781　FAX（0123）57－7783
〒068-0425　夕張市若菜8番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari

　「元気応援フェスタ」は市立診療所でしかできない体験コーナーなど、内容盛りだくさん
です。ぜひお越しください！

元気応援フェスタ 開催決定!!

市立診療所歯科 お口の健康チェックしませんか？

こじか保育園だより
　春に卵を見つけてから大
切に育ててきたエゾサンショ
ウウオ。成体になったので自
然にかえしました。また会え
る日を楽しみにしています。

『元気応援フェスタ』
【日時】10月3日（土） 10：30～14：30ころ
【場所】夕張市立診療所　院内、正面駐車場
【出演】夕張太鼓保存会 竜花、コール・ポピー、夕張市民吹奏楽団、奇術師ゆーすけ
【内容】�体力チェック、お口の健康度チェック、職業体験、フリーマーケット、屋台

販売、こども縁日、キッチンカー（夕張マルシェ、ビックモロー号）など

続報

※�無料送迎バスをご利用いた
だけます。ご希望の方は、事
前にお問い合わせください。

※�お車でお越しの方は、市立診
療所の裏側駐車場をご利用
ください。

　咀嚼（そしゃく）能力検査や舌圧検査、お口の中の水分量計測などにより、お口の
健康度をチェックすることができます。合計７つの検査を行い、３つ該当したらお口
の機能が低下している可能性があります。皆さんのお口に合った、お口のリハビリを
提案いたします。気になる症状がある方は、市立診療所歯科までご相談ください。

　赤組（２歳児クラス）
さんはパン作りが上手で
す！自分たちで採ってきて
作った木の実のジャムと一
緒に食べると最高です♪

整形外科
休診・診察日変更のお知らせ

◦10月13日（火）休診
◦10月21日（水）⇨10月14日（水）変更
　※毎月第３水曜の診察日が10月のみ変更となります。
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肺
疾
患
と
喫
煙
の
関
連
、

禁
煙
の
効
果

※�

南
清
水
沢
診
療
所
の
立
花
先
生

に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

喫
煙
は
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と

お
り
、呼
吸
器
系
に
深
刻
な
障
害

を
も
た
ら
す
も
の
で
、70
種
類
以
上

の
発
が
ん
性
物
質
が
気
道
（
空
気
の

通
り
道
）や
肺
胞（
ブ
ド
ウ
の
房
状
の

構
造
で
、ガ
ス
交
換
を
し
て
い
る
組

織
）に
慢
性
的
な
炎
症
と
破
壊
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。ま
た
加
熱
式

た
ば
こ
も
紙
巻
き
た
ば
こ
と
同
様
に

ニコ
チ
ン
や
発
が
ん
性
物
質
が
含
ま

れ
、受
動
喫
煙
の
健
康
被
害
や
新
た

な
肺
疾
患
の
リ
ス
ク
が
科
学
的
に
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
は
、肺
胞
が
破
壊
さ
れ
る

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患（
以
下
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
）の
主
な
要
因
で
あ
り
、肺
が
ん

リ
ス
ク
も
大
幅
に
高
め
、喘
息
、気
胸

（
肺
の
パ
ン
ク
）、間
質
性
肺
炎
、呼

吸
器
感
染
症
な
ど
の
引
き
金
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、喫

煙
は
肺
の
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
、肺

炎
な
ど
の
感
染
症
を
重
症
化
さ
せ

ま
す
。Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
推
定
患
者
数
は

40
歳
以
上
の
8
・
6
%
に
あ
た
る

５
０
０
万
人
、治
療
を
受
け
て
い
る

人
は
３
８
・
２
万
人
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、診
断
、治
療
を
受
け
て
い
な
い

人
が
多
く
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
年
間
死
亡
者

数
は
１
万
６６

２
９
人
（
令
和
６

年
）で
あ
り
、こ
れ
は
交
通
事
故
死

亡
者
数（
２
６６

３
人
）の
約
６
倍

に
も
及
び
ま
す
。た
ば
こ
は
自
分
が

吸
わ
な
く
て
も
、ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー

の
家
族
を
持
つ
だ
け
で
致
命
的
な

疾
患
リ
ス
ク
は
跳
ね
上
が
り
、受
動

喫
煙
に
よ
る
国
内
死
亡
者
数
は
年

間
１
万
５
０
０
０
人
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
一方
、禁
煙
は
、年
齢
に
関
係
な
く

多
大
な
健
康
改
善
を
も
た
ら
し
ま

す
。禁
煙
後
数
日
で
気
道
の
炎
症
が

治
ま
り
始
め
、１
年
後
に
は
肺
機
能

が
著
し
く
改
善
し
ま
す
。長
期
的

に
は
、肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク

が
喫
煙
継
続
時
の
約
半
分
に
低
下

し
、20
年
後
に
は
非
喫
煙
者
の
レ
ベ

ル
に
近
づ
く
な
ど
、劇
的
な
回
復
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
さ
ん
に
と
って
も
、

禁
煙
は
症
状
の
進
行
を
抑
え
る
強

力
な
手
段
と
な
り
ま
す
。喫
煙
に
よ

る
ニコ
チ
ン
依
存
症
は
医
療
機
関
で

の
治
療
（
禁
煙
外
来
）が
可
能
で
あ

り
、専
門
医
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る

こ
と
で
、よ
り
確
実
に
禁
煙
を
達
成

で
き
ま
す
。

　

当
院
で
も
内
服
（
チ
ャ
ン
ピ
ッ
ク

ス
）に
よ
る
禁
煙
外
来
を
2
0
1
6

年
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。チ
ャ
ン
ピッ

ク
ス
は
魔
法
の
よ
う
な
二
重
の
作
用

が
あ
り
、1
つ
目
は
薬
が
脳
の
ニコ
チ

ン
受
容
体
を
先
回
り
し
て
塞
ぎ
、

万
が一た
ば
こ
を
吸
って
し
ま
って
も
、

「
美
味
し
い
」「
す
っ
き
り
す
る
」
と

い
う
快
感（
ド
パミ
ン
放
出
）が
生
じ

な
く
な
り
ま
す
。２
つ
目
は
薬
自

体
が
受
容
体
を
軽
く
刺
激
し
、少

量
の
ド
パ
ミ
ン
を
放
出
さ
せ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、ニコ
チ
ン
切
れ
に
よ
る

強
烈
な
イ
ラ
イ
ラ
感
や
た
ば
こ
へ
の

欲
求
を
安
全
に
和
ら
げ
ま
す
。直

ち
に
禁
煙
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

で
、ニコ
チ
ン
依
存
度
テ
ス
ト
で
10
点

中
５
点
以
上
、34
歳
以
下
の
方
、35

歳
以
上
の
方
は
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
指
数

（
１
日
の
喫
煙
本
数
×
喫
煙
年
数
）

が
200


以
上（
例
1
日
10
本
×
20

年
＝
200


）の
方
は
保
険
適
用
と

な
り
、12
週
間
（
受
診
回
数
５
回
）

で
終
了
と
な
り
、当
院
で
は
今
ま
で

17
人
の
方
が
受
け
ら
れ
、15
人
が
禁

煙
に
成
功
し
て
お
り
ま
す（
禁
煙
成

功
率
88
％
）。

　

禁
煙
に
迷
って
お
ら
れ
る
方
は
是

非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

南
清
水
沢
診
療
所 

所
長（
医
師
）

�

立
花
康
人

新着図書のご紹介

『ユリの便箋』　 森川成美/著　静山社

　ユリと弟の惺（さとる）は男女でありながら、容姿まで
そっくりな双子の姉弟だ。図案が好きなユリとファッショ
ンに興味がある惺だが、大正８年というその時代、図案
科のある美術学校は男子、裁縫学校は女子しか入学で
きない。「入れ替われたらいいのにな」ユリは冗談のつも
りで言ったのだが、惺は本気でその気になってしまう。

☆新しく入った本
・けんぐゎい（朝倉かすみ）　・湾（宮本輝）
・見えるか保己一（蝉谷めぐ実）　・決裂（堂場瞬一）
・この家で死にたいと母は言った（澤田康彦）

問合せ先　りすた図書館　☎５７－７５８３

古本市古本市 と　き　10月24日（土）～11月13日（金）
ところ　拠点複合施設りすた 待合交流スペース

　ＹＡ（ヤングアダルト）文学というジャンルがあります。主に12歳から18歳までの中学高校生向けの文学をさすので
すが、中には大人が読んでも面白い小説などが多々あるので、今月はＹＡ文学からお勧めを紹介します。

☆おすすめYA文学
・幽民奇聞（恒川光太郎）
・杉森くんを殺すには（長谷川まりる）
・夜空にひらく（いとうみく）
・Garden（森越智子）
・神の蝶、舞う果て（上橋菜穂子）

内　容　�りすた図書館の除籍図書や重複した寄贈図書を自由に
お持ち帰りください。（ただし、一人１０冊まで）



7 広報ゆうばり 2026年10月号

令和８年１０月吉日

夕張市生活支援コーディネーター谷口
社会福祉協議会内(56-6004) よよりりぬぬきき第第９９４４号号

88//1177㈪㈪ 老老人人福福祉祉会会館館ににてて学学童童ククララブブとと

若若菜菜地地域域のの方方ととのの世世代代間間交交流流がが行行わわれれまましし

たた。。世世代代をを超超ええたた方方々々がが一一緒緒にに生生けけ花花にに挑挑

戦戦しし、、美美ししいい作作品品をを作作っってていいままししたた！！！！

夕老連女性部交流会
88//2244㈪㈪ 老老人人福福祉祉会会館館ににてて夕夕老老連連女女性性部部のの交交流流会会がが開開催催さされれままししたた。。市市内内のの各各
老老人人ククララブブかからら多多くくのの会会員員がが参参加加しし、、抽抽選選会会ややカカララオオケケななどどもも行行わわれれ大大変変賑賑わわ
いいままししたた。。

世代間交流 生け花

転ばぬ先の体操クラブ 介護予防事業

有有償償ボボラランンテティィアアササーービビススちちょょっっととししたたおおててつつだだいい
ごご相相談談・・おお問問いい合合わわせせはは 5566--66000044

社社協協内内 生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターーままでで

地地域域資資源源ををつつななぎぎななががらら 支支ええああいい活活動動のの推推進進ををししてていいまますす

8/21 ㈮ りすたにて転ばぬ先の体操クラブの

介護予防事業が行われました。前回7月に実

施した体力測定と体成分検査について、豊生

会のリハビリテーション科の理学療法士から

結果の説明を受けていました。
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夏
休
み
期
間
中
の
８
月
５
日
、１
年
生
の

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
お
い
て
、５
月

か
ら
進
め
て
き
た
夕
張
メ
ロ
ン
苗
育
成
作
業

体
験
の
締
め
く
く
り
と
な
る「
収
穫
」を
行
い

ま
し
た
。今
回
も
夕
張
市
農
協
の
ご
協
力
の

も
と
、沼
ノ
沢
に
あ
る
夕
張
メ
ロ
ン
見
学
ハ
ウ
ス

に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

作
業
で
は
、農
協
の
方
か
ら
メ
ロ
ン
の
大
き

さ
や
外
皮
の
色
、周
り
の
葉
の
状
態
と
いっ
た

「
収
穫
に
適
し
た
メ
ロ
ン
の
見
分
け
方
」
を
ご

指
導
い
た
だ
き
、生
徒
た
ち
は一つ
ひ
と
つ
確
認

し
な
が
ら
丁
寧
に
収
穫
し
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
メ
ロ
ン
は
学
校
へ
持
ち
帰
り
、一部

を
試
食
し
た
ほ
か
、残
り
は
日
持
ち
実
験
や

今
後
の
商
品
開
発
に
向
け
た
試
作
材
料
と
し

て
活
用
す
る
た
め
、果
肉
を
取
り
出
し
て
冷

凍
保
存
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
自
分
た
ち
が
育

て
て
き
た
メ
ロ
ン
が
大
き
く
育
っ
て
い
て
嬉
し

か
っ
た
」「
ハ
ウ
ス
内
は
暑
く
大
変
な
作
業
だ
っ

た
が
、た
く
さ
ん
の
メ
ロ
ン
を
収
穫
で
き
て
達

成
感
が
あ
っ
た
」
と
いっ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
夕
張
市
農
協
の

皆
さ
ま
、今
年
度
も
貴
重
な
体
験
の
機
会
を

い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
年
生
総
合
的
な
探
究
の
時
間

夕
張
メ
ロ
ン
苗
定
植
作
業
体
験

「
収
穫
」

～
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
～

問
合
せ
先
　
夕
張
高
校
　
☎
59

－

７
８
０
８

を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。各
賞
の
受
賞
者
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

■
優
秀
賞

１
年　

外
尾 

幸
路
さ
ん
、山
本 

結
菜
さ
ん

■
奨
励
賞

３
年　

小
林 

心
音
さ
ん

２
年　

今
莊 

翠
紅
さ
ん

１
年　

爾
見 

紗
羅
さ
ん
、南 

柚
花
さ
ん

　

ま
た
、大
会
３
日
目
に
は
研
修
行
事
と
し

て
、岩
見
沢
農
業
高
校
様
の
施
設
を
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。豊
か
な
自
然
環
境

の
中
で
、実
際
に
動
植
物
な
ど
を
観
察
し
な

が
ら
ス
ケ
ッ
チ
を
行
う
こ
と
が
で
き
、生
徒
た

ち
の
今
後
の
創
作
活
動
に
つ
な
が
る
、非
常

に
刺
激
的
で
実
り
あ
る
学
び
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

　

全
道
大
会
は
10
月
７
日
～
９
日
に
Ｋ
Ｋ
Ｓ

コ
ン
ベン
シ
ョン
セ
ン
タ
ー（
釧
路
市
観
光
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
）で
行
わ
れ
ま
す
。全
道
大
会

に
は
、優
秀
賞
を
受
賞
し
た
外
尾
さ
ん
、山
本

さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、上
記

の
受
賞
者
全
員
で
参
加
し
て
ま
い
り
ま
す
。

全
道
各
地
か
ら
集
ま
る
素
晴
ら
し
い
作
品
に

直
接
触
れ
る
こ
と
で
、さ
ら
に
感
性
を
磨
い
て

き
た
い
と
思
い
ま
す
。今
後
と
も
、美
術
部
の

活
動
への
ご
理
解
と
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

先
日
開
催
さ
れ
た「
高
文
連
空
知
支
部
美

術
展
・
研
究
大
会
」に
、本
校
美
術
部
が
参
加

し
ま
し
た
。部
員
た
ち
が
日
々
キ
ャ
ン
バ
ス
に

向
か
い
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
制
作
に
励
ん
で

き
た
成
果
が
実
り
、見
事
複
数
の
生
徒
が
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。特
に
今
年
度
新
し
く
迎

え
た
１
年
生
た
ち
が
大
い
に
躍
動
し
、頼
も
し

い
上
級
生
た
ち
と
と
も
に
素
晴
ら
し
い
結
果

高
文
連
空
知
支
部
美
術
展
・
研
究
大
会

受
賞
報
告
お
よ
び
全
道
大
会
出
場
の
お
知
ら
せ

　

７
月
29
日
か
ら
８
月
9
日
ま
で
の
12
日

間
、本
校
２
年
泉
水
美
優
さ
ん
が
、北
海
道

代
表
の
１
人
と
し
て
「
第
23
回
日
本
の
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
は「
社
会
への
関
心
、

地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
熱
意
や
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
、高
い
志
や
深
い
探
究
心
を
持
つ

者
」が「
将
来
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
た
い
」「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
ら
考
え
、行
動

し
た
い
」「
北
海
道
を
愛
し
、北
海
道
や
日
本
、

世
界
の
人
々
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
」
な
ど
の

思
い
を
持
って
、積
極
的
な
自
己
の
向
上
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
福
岡
県
・
佐
賀
県
内
で
、講
師
に

よ
る
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。連

日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
に

参
加
し
ま
し
た
！

日
40
℃
に
迫
る
経
験
の
な
い
暑
さ
の
中
、自
分

に
で
き
る
こ
と
や
、こ
れ
か
ら
何
に
挑
戦
で
き

る
か
を
考
え
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。泉
水
さ
ん
は「
行
く
前
は
不
安
で
し
た

が
、塾
に
参
加
す
る
人
た
ち
と
は
す
ぐ
に
仲

良
く
な
り
、12
日
間
一
緒
に
生
活
を
す
る
中

で
楽
し
さ
に
変
わ
り
ま
し
た
。様
々
な
講
義

や
交
流
か
ら
得
た
学
び
は
ど
れ
も
新
鮮
で
し

た
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
9
日
に
は
拠
点
複
合
施
設
り
す
た
に

て
、今
回
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
で
の
学
び
に
つい

て
の
報
告
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、地
域

の
皆
さ
ま
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

外尾 幸路さん『沈殿』

山
本 

結
菜
さ
ん

『
ノ
イ
ズ
の
感
情
』
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　こんにちは！博物館勤務の地域おこし協力隊のインです。今年は夕張鉄道が開通して100周年の年にあた
ります。現在、博物館1階「企画展示室（入館無料）」では夕張鉄道のパネル展示を行っています。そこで、今回
は鉄道関連の話題として「駅名標」についてお話しします。
　駅名標とは、その駅名を示す案内標識のことで各駅に設置されています。日本の駅名標は中央に当該駅名
を大きく記し、その左右に隣の駅名を小さく書き添えるのが一般的です。
　しかし、このデザインは世界的に見て少数派なのです。日本の影響を受け、中国や韓国なども同じようなデ
ザインを採用していますが、欧米諸国では隣の駅名を記すケースがほぼありません。中国は満州鉄道の遺産
を受け継いだ歴史から、鉄道関連用語なども日本と非常に似ていますが、日本の鉄道がこうした細かな部分
でも独自性を持ち、近隣諸国へ多大な影響を与えました。

石炭博物館だより

図１ 台湾の駅名標
前後の駅までの距離も記されています

　夕張市では、地域活性化を目的として、多くの地域おこし協力隊員が活動しており、まちの魅力発信や
地域課題の解決に向けて日々取り組んでおります。今回は新たに着任した協力隊員をご紹介します。

新しい協力隊 新しい協力隊 （有害鳥獣対策） （有害鳥獣対策） が着任しました！が着任しました！

宮
みや

本
もと

 ミロ　札幌市から転入　７月１日着任

主な活動内容
　北海道猟友会夕張支部と連携して、市内における有害鳥獣による農
作物などの被害軽減を図るための活動をします。

宮本さんからのメッセージ
　この度、地域おこし協力隊に着任しました宮本ミロと申します。
　札幌で生まれ育ち、料理人として活動してきました。昨年、狩猟免許を取得したことをきっかけに、自然豊か
な夕張市に興味を持ち、ご縁があって有害鳥獣対策部門に着任しました。
　自分の活動を通して少しでも鳥獣被害で悩む生産者の皆さまのお力になれるよう、全力で活動していき
ます。夕張市民の皆様さま、どうぞよろしくお願いいたします。

図２ 旧夕張支線鹿の谷駅の駅名標
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第66回 夕張市音楽発表会
　市民が協働して地域の文化を創り上げる催し、音楽発表会が今年も開催されます。どなたで
もご入場いただけます。福祉施設に入所されている方など、配慮が必要な方で観覧を希望され
る場合はできる限り対応いたしますので、問合せください。

開催日時 	 10月24日（土）
	 【開場】午前８時30分　
	 【開演】午前８時45分　
	 【閉演】午前11時05分頃（予定）

開催場所 	 ゆうばり文化スポーツセンター

入　　場 	 無料

内　　容 	 �当日の詳しい内容が書かれたしおりは、準備ができ次第、
拠点複合施設りすたとゆうばり文化スポーツセンターの
２箇所で配布します。下記は一部抜粋したものです。

	 　　◦全体合唱「ゆうばりのうた」
	 　　◦�ゆうばり丘の上こども園、沼ノ沢保育園、こじか保

育園による合同発表
	 　　◦ゆうばり小学校の発表
	 　　◦夕張中学校の発表
	 　　◦リンデンコール、コール・リラ、コール・ポピー合同合唱
	 　　◦夕張市民吹奏楽団による演奏

留意事項 	 ◦�当日は暖房がついていますが、足元が寒くなる場所もあります。心配な方は、防寒着や内
履きをご持参ください。

	 ◦�発表中の会場内での移動は、鑑賞の妨げになるため、極力休憩中での移動をお願いいた
します。

問合せ先 	 ☎57－7711（市社会教育係）

昨年の様子

夕張市二十歳を祝う会について
　下記のとおり令和９年夕張市二十歳を祝う会を実施します。

対 象 者 	 2006（平成18）年４月２日から
	 2007（平成19）年４月１日までに生まれた方
	 ※�対象者で市内に住民票がある方には、すでに案内を送付して

います。
	 　�住民登録を市外へ移した方などで、案内の送付を希望する方

は、12月11日（金）までに市社会教育係に連絡してください。

と　　き 	 令和９年１月10日（日）
	 当日の詳細については、案内をご確認ください。

と こ ろ 	 拠点複合施設りすた

問合せ先	 市社会教育係　☎57－7711
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懐かしい夕張の写真をお寄せください。下記フェイスブックに投稿また
は清水沢コミュニティゲート（宮前町39 宮コ23）に持参いただくか、市
地域振興係でも受け付けています。
▼この写真は下記でもご覧いただけます。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　 https://yubarinokioku.net/  
フェイスブックページ　https://www.facebook.com/yubarinokioku/  
夕張の記憶ミュージアム実行委員会 （幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）
� （市地域振興係　☎52－3141）

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」  Episode 98Episode 98
「鹿ノ谷の公園で兄とブランコ」　「鹿ノ谷の公園で兄とブランコ」　所蔵者匿名、1972年頃所蔵者匿名、1972年頃

夕張市民文化祭2026出品と観覧について
　芸術の秋を彩る『夕張市民文化祭』を実施します。
　昨年は老若男女やジャンルの境を越え、300点以上の作
品がりすたに集まり、賑やかな展示となりました。今年度もり
すた文化賞の選定を実施し、受賞作品は来年度の広報ゆ
うばりに掲載します。

　たくさんの出品を心よりお待ちしています。
　また、会期中は入退場自由となっておりま
すので、ぜひご観覧ください。

【出品について】
申込期間 	 10月１日(木)～10月23日(金)

搬 入 日 	 10月29日(木)※展示場所は当日ご案内します。

搬 出 日 	 11月９日(月)

出 品 料 	 無料

申込方法 	 りすた窓口で「出品申込書」を提出してください。
	 �作品名・作者名・作品サイズ・出品数・搬入時間の

記入が必要です。

【観覧について】
と 　 き 	 10月30日(金)～11月８日(日)
	 午前９時～午後７時　※会期中無休

と こ ろ 	 拠点複合施設りすた

観 覧 料 	 無料（会期中は自由に観覧できます。）

そ の 他 	 �会期中のイベントなど、詳細はりすたで配布される
チラシをご確認ください。

問合せ先 	 市社会教育係　☎57－7711

拠点複合施設りすた からの お知らせ

【特別賞】
夕張高等学校美術部
小林心音　「一匹旅」

【大人の部】
老人福祉会館陶芸サークル

「花器を中心に」

【子どもの部】
ゆうばり小学校６年生
「輝いている自分」

昨年度りすた文化賞受賞作品



問合せ先：市環境生活係　☎52－3108

13 広報ゆうばり 2026年10月号

不法投棄は不法投棄は犯罪犯罪です!です!
　不法投棄とは、ルールに従わずにごみや資源物を排出することです。ごみや資源物が
適正に処理されないだけでなく、自然環境や生活環境を損なう原因となります。不法投
棄は法律により禁止されており、違反した場合は、５年以下の拘禁刑または1,000万円
以下の罰金が科せられます。

※これまでの不法投棄

　土地所有者・管理者は、自らの所有地を適切に管理する義務があります。私有地に不法投
棄された場合、そのごみは市で回収はできず、土地所有者・管理者が自身の責任で処理しな
ければなりません。
　不法投棄されないように状況の把握や侵入防止対策など、適切な管理をお願いします。

土地所有者・管理者の方へ

　不法投棄と思われる物を発見した場合は、触らずに市環境生活係へ通報してください。

不法投棄を発見した場合
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広報ゆうばり 「広報ゆうばり かわら版」は、市民の皆さんの文化活動などの支援を目的とし、
市民の皆さんが行う講座や催し、サークルの会員募集など、市民の皆さんを対象
としたお知らせを掲載するページとして広く開放します。

内内容  日日時  所場所  対対象  定定員  料料金  申申込  　電話  〆締切  他その他

　掲載を希望する方は、掲載希
望月の前々月20日から前月5日
までに申込書を提出してください
（必着）。
　申込書と掲載ルールは市ホー
ムページ、市総務係、南支所、ふ
れあいサロンで掲載・配布して
います。

提出・問合せ先
　市総務係　 52-3170
　夕張市本町４丁目２番地
　（４階42番窓口）
　ybrsom@city.yubari.lg.jp

「広報ゆうばりかわら版」
掲載募集

内 大盛況のハロウィン祭、今
年も旧鹿の谷駅を仮装と笑顔
で一杯にしたい！仮装した竜花
の太鼓演奏、歌、コンテスト(豪
華賞品有り)、抽選会、写真撮影
会、美味い物、子供・大人ゲー
ム等、楽しい企画が一杯！皆様
の来場をお待ちしています。
日 10月31日(土)
11:00～16:00予定(小雨決行)
所 旧鹿の谷駅内
他 問合せは Instagramまで
 　ID  @yubari_halloween

第６回夕張ハロウィン祭

催 し

内「モルックで遊ぼう！」
新聞を丸めた棒と水を入れた
ペットボトルを使った“モルック
もどき”。室内で気軽に楽しく遊
べるゲームを体験していただき
ます。多くの方のご参加をお待
ちしています。参加無料。
日 10月4日(日)
　 10:00～11:30
所 拠点複合施設りすた
　 多目的室1、2
　 0123-57-7057(鎌田葉子）

新婦人の無料体験会＆集い

催 し

内『秋の自然探し』
落ち葉の季節。それは焼き芋が
美味しい季節。
日 10月13日(火)　
　 ９時30分～11時
所 こじか保育園
　 57-7660
※フェイスブックで
保育の様子や園開
放の詳細をご覧い
ただけます。

こじか保育園の園開放

催 し

内 夕張南部で「シューパロダム 
紅葉祭り」を開催！秋の紅葉や
余興を楽しみながら、特製「超
絶ぶた汁」「ダムカレー」を是非
ご賞味ください！
日 10月18日(日)
　 10:00～15:00
所 南部東町
　 旧南大夕張駅跡地
他 問合せ:
　 NPOゆうばり観光協会

yubarikankou@gmail.com

シューパロダム紅葉祭り

催 し

内 世代を超えた交流を生み、街
を盛り上げることを目的に開催！
｢夕張太鼓 竜花｣ の演奏で開
幕！カラオケ交流会やハッピー
フリータイム、ダンスコンテスト
&抽選会など、たくさんの催し
を実施します。飲食ブースも終
日出店！ぜひお越しください！
日 10月17日(土)　
　 10時30分～18時
所 拠点複合施設りすた
他 問合せ先　
myroom3939@
� gmail.com

歌え！踊れ！
ゆうばり大熱狂祭り

催 し

北海道最低賃金北海道最低賃金
時間額時間額

1,1311,131円円
令和８年10月１日発効令和８年10月１日発効

必ずチェック　最低賃金！
　北海道内の事業場で働く全ての労働者（会社員、パート、
アルバイトの方、学生さんなど働くすべての人）及びその使
用者に適用される北海道最低賃金が改定されました。

厚生労働省　北海道労働局　労働基準監督署（支署）
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最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た

保
護
費
の
追
加
給
付
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
６
月
の
最
高
裁
判
決
に

よ
り
、平
成
25
年
生
活
扶
助
基
準
改

定
に
つい
て「
デ
フ
レ
調
整
に
係
る
厚
生

労
働
大
臣
の
判
断
の
過
程
及
び
手
続

に
は
過
誤
、欠
落
が
あ
っ
た
」
と
し
て
、

新
た
な
水
準
を
設
定
し
、従
来
の
水
準

と
の
差
額
を
支
給
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。夕
張
市
に
お
い
て
も
、次
に
該

当
す
る
世
帯
への
追
加
給
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

給
付
対
象
世
帯

•�

平
成
25
年
８
月
か
ら
平
成
30
年
９

月
ま
で
の
間
に
、夕
張
市
か
ら
生
活

保
護
を
受
給
し
た
こ
と
が
あ
る
全

て
の
世
帯

•�

平
成
30
年
10
月
か
ら
令
和
８
年
３

月
ま
で
の
間
に
、夕
張
市
か
ら
生
活

保
護
を
受
給
し
た
こ
と
が
あ
る
世

帯
の
う
ち
、一定
期
間
入
院
・
入
所
さ

れ
て
い
た
方
、障
害
の
あ
る
方
で
加

算
が
算
定
さ
れ
て
い
た
方
や
、毎
年

12
月
支
給
の
期
末
一
時
扶
助
費
が

算
定
さ
れ
た
世
帯

•�

亡
く
な
ら
れ
た
方
は
給
付
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
額

•�

生
活
扶
助
基
準
の
「
新
た
な
水
準
」

と「
従
来
の
水
準
」と
の
差
額

•�

支
給
額
は
、世
帯
員
数
や
受
給
期

間
、各
種
加
算
状
況
に
よ
り
異
な
る

た
め
、対
象
期
間
中
に
生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
た
場
合
で
あ
って
も
、給

付
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
や
支
給

額
が
数
百
円
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

申
出
手
続
き
方
法

•�

保
護
廃
止
世
帯

　

�　
受
給
当
時
の
世
帯
主
か
ら
申
出

手
続
き
が
必
要
で
す
。夕
張
市
への

申
出
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

の
ほ
か
、市
役
所
生
活
保
護
係
（
27

番
窓
口
）お
よ
び
拠
点
複
合
施
設
り

す
た
南
支
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

申
出
手
続
き
に
は
、申
出
書
の
ほ
か

本
人
確
認
書
類
と
戸
籍
謄
本
の
写

し
、各
種
加
算
に
関
す
る
挙
証
資

料
な
ど
を
合
わ
せ
て
提
出
い
た
だ
き

ま
す
。

　

�　
提
出
さ
れ
た
書
類
を
踏
ま
え
、

追
加
給
付
額
を
算
定
し
給
付
の
決

定
を
行
い
ま
す
。な
お
、夕
張
市
以

外
か
ら
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い

た
場
合
は
、当
時
受
給
し
て
い
た
自

治
体
へ
申
出
く
だ
さ
い
。

申
出
書
お
よ
び
資
料
等
の
提
出
先

①
持
参
に
よ
る
提
出

　

•�

市
役
所
生
活
保
護
係

　

•�

拠
点
複
合
施
設
り
す
た
南
支
所

②
郵
送
に
よ
る
提
出

　
〒
0
6
8

－

0
4
92
　

　

夕
張
市
本
町
４
丁
目
２
番
地　

　

夕
張
市
役
所
生
活
保
護
係

※「
追
加
給
付
」と
朱
書
き
願
い
ま
す
。

申
出
受
付
期
間

　

令
和
８
年
８
月
１
日
か
ら

国
の
追
加
給
付
相
談
セ
ン
タ
ー

　

追
加
給
付
の
内
容
な
ど
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
、ご
意
見
な
ど
に
対
応

し
ま
す
。

�

☎
0120




－

179



－
4
4
5

�

（
平
日
９
～
17
時
）

追
加
給
付
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意

•�

夕
張
市
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

•�

夕
張
市
が
給
付
の
た
め
に
手
数
料

の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
、絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
生
活
保
護
係

�

☎
52

－

3177




※�

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、個
別

の
給
付
該
当
の
可
否
や
支
給
額
等

の
回
答
は
で
き
ま
せ
ん
。

高
齢
者
住
宅
の
福
祉
除
雪
の

受
付
を
開
始
し
ま
す

対
象
者

　

65
歳
以
上
で
、次
の
①
～
④
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

①�

市
内
に
子
ど
も
な
ど
の
親
族
が
い
な

い
な
ど
、除
雪
を
他
の
人
に
頼
れ
な

い
方

②�

ケ
ガ
や
病
気
の
た
め
、体
力
的
に
除

雪
が
困
難
な
方

③�

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

④�

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

　
（
納
付
誓
約
履
行
中
の
方
は
除
く
）

除
雪
範
囲

　

15
㎝
以
上
の
降
雪
が
あ
っ
た
場
合

に
、玄
関
前
と
道
路
ま
で
の
通
路
を
除

雪
し
ま
す
。除
雪
開
始
の
時
間
指
定
、

屋
根
の
雪
降
ろ
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

除
雪
期
間

　

令
和
８
年
12
月
Ⅰ
日

�

～
令
和
９
年
３
月
31
日

申
込
期
限　

10
月
20
日

※�

除
雪
サ
ー
ビ
ス
実
施
業
者
の
調
整
の

た
め
、申
込
期
限
経
過
後
は
申
請

受
付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

市
生
活
福
祉
係
☎
52

－

1059




　

南
支
所
、各
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
（
問
合
せ
は
市
生
活
福
祉
係
へ
）

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ　

８
１
２
９

冬
に
備
え
て

屋
根
や
突
出
看
板
の

点
検
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う

　

毎
年
冬
に
な
る
と
、雪
や
氷
、つ
ら
ら

が
屋
根
か
ら
落
ち
て
、歩
行
者
の
け
が

や
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
事
故
を
防
ぎ
、冬
季
間
も

歩
行
者
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ

う
に
、次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

•�

道
路
に
屋
根
の
雪
が
落
ち
る
よ
う

な
建
物
は
、雪
、氷
、つ
ら
ら
が
落
ち

て
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
、丈
夫

な
雪
止
め
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

•�
雪
止
め
が
つい
て
い
て
も
、強
さ
が
足

り
な
か
っ
た
り
、さ
び
て
い
た
り
す
る

と
、壊
れ
て
落
ち
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、必
ず
点
検
し
、早
め
に
修

繕
し
ま
し
ょ
う
。

•�

突
出
看
板
の
落
下
事
故
も
相
次
い

で
い
ま
す
の
で
、降
雪
前
に
点
検
し
、

さ
び
付
い
て
腐
食
し
て
い
る
場
合

は
、倒
壊
や
落
下
し
な
い
よ
う
に
早

め
に
修
繕
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

市
土
木
係

�

☎
52

－

３
１
５
９

里
親
に
つ
い
て

　
こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、毎
年
10
月
を

里
親
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
「
里
親
」と
は
、様
々
な
事
情
で
親
と

離
れ
て
暮
ら
す
こ
ど
も
た
ち
を
家
庭

に
受
け
入
れ
、愛
情
と
正
し
い
理
解
を

持
っ
て
養
育
す
る
人
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。温
か
い
家
庭
で
の
生
活
は
こ
ど
も

が
健
全
に
成
長
す
る
た
め
の
大
き
な

支
え
と
な
り
ま
す
。里
親
に
は
養
子

縁
組
を
前
提
と
す
る
養
子
縁
組
里
親

と
、期
間
を
定
め
て
こ
ど
も
を
養
育
す

る
養
育
里
親
が
あ
り
ま
す
。里
親
に

な
る
た
め
に
は
、養
育
環
境
な
ど一定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
登
録
申

請
・
研
修
受
講
が
必
要
で
す
。こ
ど
も

た
ち
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。詳
し
く
は
ウ
ェブ
で
確
認
、ま
た
は

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

岩
見
沢
児
童
相
談
所　

�

☎
０
１
２
６

－

22

－

１
１
１
９
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

�
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

10
月
か
ら
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

①�

接
種
日
時
点
で
65
歳
以
上
の
市
民

の
方

②�

接
種
日
時
点
で
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
市
民
の
方
で
、次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

•�

心
臓
、じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機

能
に
、自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活

動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
が
い
を
有
す
る
方（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
程
度
）

•�

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免

疫
の
機
能
に
、日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を
有

す
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

程
度
）

実
施
期
限　

令
和
９
年
３
月
31
日

実
施
医
療
機
関

　

中
條
医
院
、南
清
水
沢
診
療
所

　

夕
張
市
立
診
療
所　

接
種
費
用

　

実
施
医
療
機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。自
己
負
担
額
を
含
め
、11
月
広
報

に
て
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

接
種
回
数　

１
回

市
の
助
成
額

　

接
種
費
用
の
半
額
を
助
成
す
る
予

定
で
す
（
上
限
額
あ
り
）。な
お
、生
活

保
護
受
給
者
は
全
額
助
成
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、11
月
広
報
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

そ
の
他

•�

接
種
す
る
前
に
実
施
医
療
機
関
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

•�

対
象
者
の
②
に
該
当
す
る
方
は
、身

体
障
害
者
手
帳
を
実
施
医
療
機
関

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

•�

市
外
の
病
院
（
施
設
）に
入
院
（
入

所
）
し
て
い
る
方
が
接
種
す
る
場
合

は
、事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

•�

他
の
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
と
の
接
種
間

隔
に
つい
て
は
、か
か
り
つ
け
医
な
ど

の
指
示
の
も
と
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

�

☎
52

－

３
１
０
６

献
血
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

　

献
血
車
が
市
内
を
巡
回
し
ま
す
。

４
０
０
mL
献
血
への
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。所
要
時
間
は
１
人
あ
た
り

20
～
30
分
で
す
。

◆
10
月
26
日（
月
）

•�

午
前
９
時
45
分
～
10
時
45
分

　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た
前

•�

午
前
11
時
15
分
～
11
時
45
分

　

石
田
鉄
工
㈱
前

•�

午
後
１
時
15
分
～
２
時

　

�

シ
チ
ズ
ン
時
計
マニュフ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
㈱ 

夕
張
工
場
前

•�

午
後
２
時
30
分
～
３
時
15
分

　

夕
張
市
農
業
協
同
組
合
前

•�

午
後
３
時
45
分
～
４
時
30
分

　

社
会
福
祉
法
人
北
海
道
博
愛
舎
前

◆
10
月
27
日（
火
）

•�

午
前
９
時
～
12
時 

夕
張
市
役
所
前

•�

午
後
１
時
45
分
～
２
時
15
分

　

社
会
福
祉
法
人 

清
光
園
前

•�

午
後
３
時
～
４
時

　

夕
張
市
立
診
療
所
前

◆「
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
」に
つ
い
て

ラ
ブ
ラ
ッ
ド
と
は

　

日
本
赤
十
字
社
が
運
営
す
る
献
血

ウ
ェブ
会
員
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

メ
リ
ッ
ト

①�

全
国
の
献
血
会
場
で
の
献
血
の
ご
予

約
が
可
能
で
す（
ご
希
望
す
る
時
間

の
３
時
間
前
ま
で
）。

②�

血
液
検
査
結
果
が
郵
送
（
は
が
き
）

よ
り
も
早
く
通
知
さ
れ
る
ほ
か
、過

去
３
回
分
の
デ
ー
タ
が
グ
ラ
フ
で
表

示
さ
れ
、結
果
の
推
移
が
わ
か
り
や

す
く
な
って
い
ま
す
。

③�

献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
く
度
に
ポ
イ

ン
ト
が
た
ま
り
、20
ポ
イ
ン
ト
で
赤

十
字
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
品
と
交
換
い

た
だ
け
ま
す
（
4
0
0
mL
献
血
１

回
で
10
ポ
イ
ン
ト
）。

問
合
せ
先

　

市
生
活
福
祉
係�

☎
52

－

１
０
５
９

　

北
海
道
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

�

献
血
推
進
課

�

☎
０
１
１

－

６
１
３

－

８
３
３
５

行
政
・
人
権
・
心
配
ご
と

合
同
何
で
も
相
談

　

行
政
や
人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と

に
加
え
、日
常
の
お
困
り
ご
と
や
心
配

ご
と
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。相
談
無
料
・
予
約
不
要
・
秘
密
厳

守
で
対
応
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

と　

き　

10
月
23
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

問
合
せ
先　

　

市
市
民
係�

☎
52

－

３
１
０
４

　

夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会　

�

☎
56

－

６
０
０
４

令
和
８
年
度 

後
期
技
能
検
定

受
験
者
募
集
に
つ
い
て

受
付
期
間

　

10
月
５
日（
月
）～
16
日（
金
）

受
講
資
格

１
級
：�

７
年
以
上
、ま
た
は
２
級
取

得
後
２
年
以
上
の
実
務
経
験

を
有
す
る
方

単
１
等
級
：�

３
年
以
上
の
実
務
経
験

を
有
す
る
方

２
級
：�

２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有

す
る
方
、ま
た
は
３
級
取
得

者

３
級
：�

検
定
職
種
従
事
者
、ま
た
は

該
当
す
る
科
目
で
職
業
訓

練
校
・
高
等
学
校
・
短
期
大

学
・
大
学
・
各
種（
専
修
）学
校

（
厚
生
労
働
大
臣
指
定
に
限

る
）の
在
校
生
を
含
む

実
施
職
種

　

配
管
、鉄
筋
施
工
、建
築
大
工
な
ど

そ
の
他　

　

経
験
年
数
の
短
縮
、免
除
、実
施
職

種
、受
検
手
数
料
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

　

�

滝
川
市
流
通
団
地
３
丁
目
６
番
地
23

�

☎
0125




－

24

－
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11
月
13
日
か
ら
22
日
は

冬
の
交
通
安
全
運
動

◆
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
ゆ
う
ば
り

日
時　

11
月
13
日　

　
　
　

午
後
１
時
30
分

場
所　

�

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
前

※�

終
了
後
は
、千
代
田
Ｔ
字
路
で
街
頭

啓
発
を
実
施
し
ま
す
。

　
（
荒
天
時
は
中
止
し
ま
す
）

•�

冬
の
運
転
に
注
意

　

�　
初
冬
期
は
、路
面
状
況
が
刻
々
と

変
化
し
、比
較
的
気
温
が
高
い
た
め

凍
結
路
面
で
滑
り
や
す
く
な
り
ま

す
。早
目
の
冬
タ
イ
ヤ
交
換
と
冬
型

の
運
転
への
切
換
え
を
お
願
い
し
ま

す
。

•�

シ
ー
ト
ベル
ト
は
全
席
着
用
を

　

�　
交
通
事
故
が
起
き
た
場
合
に
身

の
安
全
を
守
る
「
命
綱
」
で
す
。運

転
席
、助
手
席
は
も
と
よ
り
、後
部
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座
席
に
乗
車
す
る
と
き
も
着
用
す

る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

•�
動
物
の
飛
び
出
し
注
意

　

�　
日
没
以
降
は
、周
囲
の
見
通
し
が

悪
く
な
り
、シ
カ
、キ
ツ
ネ
な
ど
が
急

に
飛
び
出
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
う
え
、前

を
よ
く
見
て
注
意
し
て
走
行
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

　

交
通
安
全
対
策
本
部
事
務
局

　
（
南
支
所
）�

☎
59

－

６
１
１
１

栗
山
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

♦�

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施
に
つ

い
て

　

10
月
11
日（
日
）～
20
日（
火
）の
10

日
間
、全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

•�

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日

　

�　
初
日
の
11
日
は「
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
日
」と
し
て
、国
民
の
防

犯
に
対
す
る
意
識
と
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
通
じ
て
、犯
罪
に
強
い
社

会
の
実
現
を
目
指
す
日
で
す
。

　

�　
犯
罪
の
な
い
、安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、一人
ひ
と
り
が
で
き
る

範
囲
の
地
域
安
全
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

�

☎
０
１
２
３

－

72

－

０
１
１
０

ふれ愛まつりが開催されました！

　９月４日、社会福祉法人 清光園にて｢ふれ愛まつ
り｣ が開催されました。毎年恒例のよさこいチーム
による演舞や豪華景品が当たる大抽選会に加え、
初開催となる参加型競技「玉入れ」も大いに盛り上
がり、会場はたくさんの笑顔につつまれました。祭
りのフィナーレには夜空を彩る花火が打ち上げら
れ、楽しい一日の締めくくりとなりました。

会場は多くの笑いに包まれました！

　９月６日、拠点複合施設りすたにて、落語家・桂三
段氏による上方落語の公演会が開催されました。
当日は公演を楽しみにしていた多くの市民が来場
し、会場は用意された席がすべて埋まる程の盛況
となりました。公演が始まると、会場は終始笑い声
と笑顔に包まれ、上方落語の魅力を存分に楽しみま
した。

沈んだ街あるき
～鹿島地区～

　９月12日、シューパロダムの完成により湖底に
沈んだ鹿島地区を散策する催しが開かれ、市内外
から多くの方が参加されました。元鹿島地区の住
民の方のガイドのもと、水位が下がるこの時期しか
見れない風景を見ながら、かつて２万人が暮らした
当時の街並みに思いを馳せました。

コープさっぽろと
協定を結びました。

　９月15日、生活協同組合コープさっぽろと「災
害時における応急生活物資等の供給等に関する協
定」を締結しました。災害等発生時に必要な物資の
供給・配送を協力して行うことを目的としており、こ
の協定により両者の連携を一層深め、市民の皆さ
まの安全安心な暮らしに貢献してまいります。
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自
分
事
な
の
で
気
づ
く

　

今
月
の
市
長
コ
ラ
ム
は
、
７
月
に
実
施
し
た
「
市
長
と
話
そ
う
！
令

和
８
年
度 

市
政
懇
談
会 

～
あ
つ
や
ト
ー
ク
～
」
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
機
会
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

各
会
場
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
（
市
民
の
皆
さ
ん
の
気
づ

き
）
な
ど
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
ゆ
う
ば
り
９
月
号
で
も
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
て
い
た
の
か
、
ご
確
認
い
た
だ
く
こ
と
も
ま

ち
づ
く
り
へ
の
気
づ
き
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
目
通
し
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

つ
な
ぐ
・
動
か
す
～
自
治
の
力
を
育
て
る

　

さ
て
、
今
年
度
は
い
わ
ゆ
る
借
金
完
済
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
夕
張

市
が
報
道
さ
れ
る
機
会
は
増
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
は
「
自
治
力
」

に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
記
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
も
昨
年
末
、
札
幌
で
開
か
れ
た
夕
張
市
の
財
政
再
建
を
考
え
る
講

座
の
中
で
「
ま
ち
づ
く
り
の
当
事
者
と
し
て
の
意
識
醸
成
」
が
今
後
克

服
す
べ
き
課
題
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
を
、
講
座
参
加
者
の
皆

様
に
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

例
え
ば
、
選
挙
へ
の
参
加
は
、
投
票
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
行
為
で
す
。
二
〇
〇
六
年
当
時
に
選
挙
権
を
得
た
年
代
の
方
々

は
、
今
日
ま
で
財
政
再
生
団
体
の
夕
張
し
か
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
中
で
は
諦
め
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
気
づ
い
た
こ
と
を
ど
こ

に
つ
な
ぎ
、
改
善
や
充
実
の
た
め
に
ど
う
動
か
し
て
い
く
か
と
い
う
経

験
の
機
会
も
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
夕
張
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
あ
ら
た
め
て
、
こ
う
し
た

自
治
の
力
、
す
な
わ
ち
自
ら
ま
ち
を
動
か
し
て
い
く
力
を
成
長
さ
せ
る

こ
と
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
わ
ゆ
る
借
金
完
済
後
、
自
立
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
あ
ら
た
め
て

協
働
を
進
め
て
い
く
契
機
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
身
近
に
は
住
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
市
議
会
の
議
員

さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
気
づ
き
を
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
ぐ
役
割
も
お
持
ち
で
す
。

　

気
づ
く
・
つ
な
ぐ
・
動
か
す
を
お
互
い
に
意
識
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

�

夕
張
市
長　

厚　

谷　
　

司

夕張市ホームページ 夕張市 X（旧Twitter）

夕張市の情報はこちらから

人　口� 5,631人（－38人）
　男� 　2,639人（－14人）
　女� 2,992人（－24人）

世帯数�3,509世帯（－25世帯）
（　）は前月比

令和８年９月１日　現在

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
11
月
号
は

10
月
30
日
に
配
布
し
ま
す
。

夕張市総務企画課総務係　北海道夕張市本町４丁目２番地　☎0123－52－3170
夕張市ホームページ　https://www.city.yubari.lg.jp

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

市長コラム

気づく・つなぐ・動かす気づく・つなぐ・動かす

編 集
発 行

▲７月26日に行われた市政懇談会の様子


